
 

 

 

 

 

 

東洋大学 東洋学研究所 

『インドの環境保護運動における断食と行脚』 

本講演でご紹介するチプコー運動とは、インド・ウッ

タラーカンド地方の中山間地域に住む人々が、他地域の

業者による森林伐採を阻止しようとした運動です。「チ

プコー」とは「抱きつけ」という意味で、木に抱きつく

ことで伐採を阻止するという戦術が用いられたことに由

来します。1973年に始まったこの運動は、1981年の商業

伐採全面禁止令により決着しましたが、同地方では現在

にいたるまで、チプコー運動に関わった多くの活動家た

ちが、地元社会の直面する森林・環境・農業等をめぐる

困難な諸課題に取り組み続けてきています。チプコー運

動についてはこれまでさまざまな議論がなされてきまし

たが、本講演では、この運動のキーパーソンの一人であ

ったガーンディー主義者スンダルラール・バフグナー

（1927-2021）が行った「断食」と「行脚」という実践に

焦点を当てて、その思想・宗教的意味を考察するととも

に、インドの環境保護運動のパワーの源泉を探りたいと

思います。 
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（愛媛大学・法文学部教授） 

 

【お問い合わせ】東洋学研究所 

〒112-8606 文京区白山 5-28-30 

☎03-3945-7483 ✉toyogaku@toyo.jp 

 

 

著作者Samruddhi2897 - Eigenes Werk, Eigenes Werk, CC BY-SA 4.0, 

https://commons.wikimedia.org/w/index.php?curid=135617798 

 

2025年度井上円了記念助成研究所プロジェクト 

「東洋の思想・宗教と環境保護-森林保護と地球温暖化対策をめぐって-」 

公開講演会 

 2025 年7 月29 日(火) 15時開会 

■対面 
（東洋大学白山キャンパス内） 

■オンライン 
（GoogleMeet） 

参加費無料・事前申込要 

お申込は2025/7/28（23：59）まで 

▼お申込の際にどちらかご選択ください。お申し込

みいただいた方には、後日プログラム・会場・資料

等のご案内をお送りします。 

 


